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1 はじめに 
 小笠原諸島の硫黄島南方約 60km に位置する海底火

山の福徳岡ノ場（図 1）では，2021 年 8 月 13 日から 15
日にかけ爆発的噴火が発生した。それに伴い粗面岩質

軽石が大量に噴出し，さらに軽石・火山灰が堆積した

小島が誕生した（海上保安庁 2021，気象庁地震火山部

火山監視・警報センター2021 など）。 

図 1 福徳岡ノ場火山の位置及び軽石漂流の概略ルート

（矢印） 全体地図と硫黄島付近地図は国土地理院，福徳

岡ノ場海底地形図は海上保安庁による 

 
8 月 13 日に噴出した大量の軽石や小島から削られた

軽石は黒潮反流に乗り，噴火後約 2 ヶ月を経て大東島

や南西諸島中部～南部に漂着し（Yoshida et al．2022 ほ

か），その後北上し九州・本州さらには北海道まで漂着

した（吉田ほか 2022）。鹿児島県内では 10 月 10 日に喜

界島に漂着したのを初めとして，奄美群島・トカラ列

島・熊毛諸島へ漂着し，その後，薩摩・大隅両半島に相

次いで漂着した。  
 各地の軽石の漂着状況及び岩石学的な性質は報告さ

れつつあり（奥野・鳥居 2021，石村ほか 2022，及川ほ

か 2022，宇佐美・新城 2022，Yoshida et al. 2022，吉田

ほか 2022），鹿児島県では木尾ほか（2022）により大隅

半島の漂着状況を中心に，鹿児島大学水産学部（2022）
及び北村（2022）により南西諸島の漂着状況を中心に

報告されている。また，谷（2022）及び平峰（2022）に

より喜界島での漂着状況が紹介され，喜界島での概要

を知ることができる。 
 軽石の漂着により奄美群島では漁船への影響で出漁

を見合わせ，一部のフェリーが運行できなくなるなど

の被害があった（鹿児島県危機管理課 2021～2022）こ

とから，鹿児島県では漂着状況を 2022 年 12 月の 24 報

まで報告している。 
福徳岡ノ場噴出軽石の漂着は1986年にもあった（加

藤1988）が，今回の福徳岡ノ場噴出軽石の漂着はそれ

以来のことであり，漁業被害もあったことから漂着状

況を記録しておくことは重要と考えられた。しかし，

鹿児島県は広域であること，コロナウィルスの蔓延に

よる行動制限があり十分な現地調査を行うことができ

なかったことから，以下に述べる報告はSNS（Social 
Networking Service，Social Networking Site）での発信や

新聞による報道も参考に，2022年10月段階までの概要

を述べたものである。 
軽石の漂着など突発的な自然現象についてはSNSの

情報が有効であることが指摘されており（吉田ほか

2022），十分な吟味と専門家によるフィードバックがな

されれば活用できる。また，新聞報道や撮影された写

真を用いた研究例としては，桜島の大正噴火（2014年1
月）の噴煙高度についての研究がある（山科1999）。 
 
2 鹿児島県内海岸への漂着状況 

 

2－1 福徳岡ノ場噴出軽石の識別 
 軽石の組成は粗面岩質であり，色調は白色・灰色・黒

色と多岐にわたり，黒色と白色の斑状になった縞状軽

石も存在する。鹿児島県の海岸では福徳岡ノ場以外に

起源を持つ多様な軽石・スコリアが普通に漂着してい

るが，これらは福徳岡ノ場噴出の軽石と同様の色調を

持ち縞状軽石も存在するため，色調・外観だけからは

両者の識別が困難である。海岸において福徳岡ノ場噴

出の軽石（以下，軽石と略記し必要に応じ福徳岡ノ場

噴出軽石を用いる）を識別する際には，次のような特

徴（産総研活断層・火山研究部門 2021，Yoshida et al．
2022，及川ほか 2022）を参考に判定した。 
 軽石表面にいわゆる「チョコチップ」と称される，岩

片粒・黒色火山ガラスを含む斜長石クロットが突出し

ていること（写真 1），加えて長時間の漂流を示唆する

エボシガイ類・苔虫動物門のコケムシ類等の海洋生物

の付着があること（写真 2），軽石が亜円～円形でやや

ゴツゴツしていること，さらには短期間での漂着を示

すまとまりのある堆積状況で，海岸線にほぼ平行に帯

状～線状に並ぶことなどである。なお，宮古島や多良

間島の漂着軽石に付着したエボシガイ類はカルエボシ

とされており（藤田 2022），筆者らが観察したものもカ

ルエボシの可能性があるが，ここではエボシガイ類と

して取り扱う。 
 
2－2 鹿児島県による漂着状況の取りまとめと各地へ

の漂着時期 
 2021年10月10日以降に奄美群島への大量の軽石漂着

が始まったことから，鹿児島県危機管理課は18日には

奄美群島全域での軽石漂着状況の調査を行い，漂着54
箇所・漁船被害4隻を確認した（鹿児島県危機管理課



2021：資料1）。鹿児島県危機管理課ではこれらの軽石

漂着状況について10月15日から外部へ向け情報発信を

続け，2022年12月現在まで24報が出されている。 
表は鹿児島県危機管理課が作成した県内各地での軽

石漂着の状況を整理したものである。図2は表及びSNS
による発信・新聞報道・木尾ほか（2022）をもとに，最

初の漂着確認月日を示したもので，必ずしも漂着した

月日を示すものではない。図2に示したように，鹿児島

県での最初の軽石漂着確認は10月10日の喜界島である

（南海日日新聞10月12日付記事）。喜界島に次いで奄美 

 

大島は10月12日に，与論島は10月13日（南海日日10月
13日，15日付記事）に，沖永良部島は10月14日時点では

確認されておらず18日までに，徳之島は10月18日まで

に漂着した（表）。与論島の漂着日から判断し沖永良部

島と徳之島は15日頃には漂着した可能性がある． 
喜界島は奄美群島の中では最東側に位置することか

ら最初に漂着したことは確実であり，与論島・沖永良

部島・徳之島には奄美大島より後日に漂着している。

これは海流の関係で遅くなった可能性，あるいは同時

期に漂着したが発見が遅れた可能性が考えられるが，

航空機による軽石筏（パミスラフト）の観測（海上保安

庁第十管区海上保安部2021）では帯状に細長く幾筋に

も広がっており，それらが相前後して奄美群島に到達

したとすれば，各島への漂着日時のずれが生じても良

いと言える。 
トカラ列島（十島村）は南北約160kmに細長く連なっ

ており，各島への軽石漂着の詳細な月日は不明である

が，表に示すように11月17日時点では軽石漂着が報告

されている。SNSによるとトカラ列島中央付近に位置

する諏訪之瀬島での聞き取り調査で，切石港には11月
16日，元浦港には12月5日に軽石漂着が確認されている

（2021年12月28日付Twitter；＠tigers_1964）。 12月3日
には中之島での軽石漂着が確認され，十島村の全ての

有人島に漂着し終わっている。 
表では屋久島への軽石漂着の確認は11月17日である

が，SNSでは11月16日に一
いっ

湊
そう

で確認されている（2021年
11月16日付屋久島ダイビング日記blog；https://yakuumi. 
exblog.jp/）。黒潮の流速から判断してトカラ列島南部へ

の軽石漂着は10月下旬までにはあった可能性が考えら

れる。同じ大隅諸島の種子島への軽石漂着は屋久島よ

り遅く，12月6日に南種子町島間港で確認され（南日本

新聞12月7日付記事），三島村では11月24日時点で軽石

漂着が確認されている。なお，鹿児島大学水産学部の

実習船からの観測（ 2021年 11月 21日付  Twitter；
@kaiyou_kadai）によると，同日に種子島南方海上

（131°1′E，29°49′N）で軽石筏が確認されている

が，この確認から2週間以上過ぎてからの種子島漂着に

なる。宇宙航空研究開発機構（2021）による福徳岡ノ場

噴火による軽石漂流に関する解析・判読によると，12
月9日頃には黒潮は屋久島の南方で大きく南下してお

り，それに伴い種子島東方沖合を漂流し種子島には漂

島嶼区分
自治体名

／月日
10/15 10/18 10/19 10/21 10/25 11/1 11/9 11/17 11/24 12/1 12/8 12/15 12/22 1/5 1/12 2/2 3/2 4/6 5/25 8/10 9/15 10/31 11/30

与論町 1 5 5 6 6 9 9 9 9 10 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 10 10 10

知名町 1 2 3 3 3 3 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

和泊町 1 5 6 6 6 6 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

伊仙町 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

天城町 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

徳之島町 8 8 8 10 12 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14

瀬戸内町 2 12 12 12 15 12 12 12 12 14 14 15 15 15 15 15 15 15 15 16 16 16 16

宇検村 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3

大和村 1 2 2 6 5 5 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

龍郷町 1 1 1 1 3 3 3 3 4 4 4 4 4 5 7 9 9 9 9 9 9 9

奄美市 16 18 18 19 21 24 26 27 28 30 30 30 30 30 30 30 30 31 31 31 31 31 31

喜界町 6 7 7 7 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

トカラ列島 十島村 1 1 1 6 10 10 10 11 11 11 11 11 11 11 11 11

屋久島町 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

南種子町 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

中種子町 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

西之表市 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

三島村 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

25 54 55 58 76 86 92 97 99 109 120 125 126 126 128 131 133 134 134 135 136 136 136

2021年 2022年

奄美群島

大隅諸島

合　計

表 鹿児島県への漂着軽石確認月日と件数 鹿児島県危機管理課による報告をもとに作成 

図 2 鹿児島県への軽石漂着年月日及び漂着確認 

年月日（斜体文字） 

https://yakuumi.


着できなかったと推測される。 
薩摩半島及び大隅半島への軽石漂着は大隅諸島とは

大きく遅れ，SNSでは薩摩半島南岸の頴娃町瀬平・指宿

市開聞町脇浦に12月25日までに，次いで枕崎市白沢東

では12月30日までに軽石漂着が報告されている（2021
年12月25日，30日付Twitter；＠ZVSD9Ub1x8xyCQQ）。

筆者らによる南薩の海岸における12月23日時点での観

察では確認できておらず，それ以降25日までに漂着し

たのであろう。 
南日本新聞2022年2月6日付記事及び木尾ほか（2022）

によると，大隅半島では南端の田尻海岸で1月25日に軽

石漂着が初めて確認された。大隅半島南部では1月上旬

までには軽石漂着は確認されておらず，海岸での軽石

の埋没状況から判断して1月中旬頃に漂着した可能性

がある。大隅半島ではその後，1月末にかけて志布志付

近まで確認されており，海流に乗り急速に拡散してい

る。 
 

2－3 各地における軽石漂着状況 

 鹿児島県は南北600kmの範囲に及び，海上保安庁第

十管区保安本部によると海岸線の長さは2,722kmに達

すること，前述のようにコロナウィルス蔓延に伴う行

動制限もあり，即時的及び広域的に軽石漂着状況を把

握することはできず，軽石漂着後ある程度の日数を経

てから限定的な地点での観察になった。観察した地点

については図3に示す。以下，筆者らの観察した軽石漂

着状況について概略を述べる。各調査地点については

図3を参照していただきたい。なお，与論町・喜界町・

三島村については現地調査を実施する機会がなかった

ため表示していない。  

 

（1）沖永良部島 
 2021年10月27日・28日の両日，沖永良部島にて軽石

の漂着状況を観察した。表に示すように，沖永良部島

で明確に漂着が確認されたのは同年10月18日である。

西海岸を除く島のほぼ全周を観察したが，同島に最初

に漂着が確認されてから10日ほどで，島のほぼ全周に

わたって軽石が漂着したことが確認された。島の北西

側に面した海岸と南東側に面した海岸では，漂着した

軽石が浜にとどまっている状況に差が認められた。秋

も深まって北西の季節風が卓越する時期となり，和泊

町国頭
くにがみ

（写真3）・湾門
わんじょ

浜・沖泊港（写真4）・田
た

皆
みな

岬とい

った北西側に面した海岸では，大量の軽石が浜を埋め

尽くし，そのまま沖合にも帯状に軽石が漂流している

様子が観察された。一方，島の北東端からやや南のビ

シの浜（写真5）では，浜に1mほどの幅で軽石が漂着し

ていたが，海に軽石が浮かんでいる様子は観察できな

かった。また，島の南東側海岸の知名町ウジジ浜（写真

6）では，漂着した軽石を確認できたものの，浜に点在

する程度で他の地点と比べ明らかに漂着量は少なかっ

た。これは，観察時期に卓越していた北西風による北

西側海岸への吹き寄せ，及び南東側海岸での再流出に

よる影響が考えられる。なお，田皆岬ではドローンに

よる空撮を行い，YouTubeの鹿児島県立博物館チャンネ

ルで公開している。 
 
（2）徳之島 
 表に示すように徳之島町は伊仙町・天城町と比べ軽

石漂着件数が多い。このことは徳之島町が東側に位置

すること，他町に比べ砂浜が多いこと，港湾が多く軽

石が入り込みやすいことが要因と考えられる。また，

同じ徳之島町でも北部ほど漂着軽石の規模が大きい。 
写真7は徳之島町在住の重久 勇氏が，10月19日に徳

之島町徳和瀬で撮影したものである。奄美群島の他の

島々同様，軽石が潮間帯で帯状のモレーン様になって

堆積している。また，この帯から少し陸側（高潮線付

近）にも細長く帯状に漂着しており，大規模な漂着前

に少量の漂着があったことを示している。徳之島東海

岸に位置する井之川では，10月30日に阿権浜自然館に

より粒径30cm近くの軽石が採集されている（写真8）。 
 筆者らは2022年7月及び8月・12月に軽石の漂着状況

を観察する機会があったが，主要な砂浜では軽石の撤

去作業が進みかなり少ない状況であった。東側海岸の

徳之島町諸田
し ょ だ

ではモレーン様のマウンドは無くなり，

平坦な帯状に広がっていた。しかし，大量に漂着した

北部の金見～手々にかけての海岸（金見西）は7月段階

でもまだ多くが残され，軽石は潮間帯で数列の帯状に

海岸線に平行し堆積していた。帯の最大の幅は約1ｍ，

最大層厚は約40cm（写真9）で，主として灰色軽石が漂

着しており，その中に黒色軽石及び縞状軽石が散在し

ていた。 
 
（3）奄美大島 
 奄美大島では表に示すように2021年10月15日時点で

18箇所に軽石漂着が拡大し，この時点でほぼ全域に漂

着したと推測される。 
 木尾ほか（2022）は軽石漂着から約2ヶ月以上が経過

した時点であるが，北部の土盛
と も り

・神ノ子（ハートロッ

ク）・安木屋場
あ ん き ゃ ば

・秋名・中部の小湊・南部のホノホシで図 3 漂着軽石観察地点 



観察し，漂着軽石のモレーン様堆積がやや平坦化して

いることを報告している。報告では軽石へのコケムシ

類などの海洋生物の付着は少なく被覆面積も狭いこと

を指摘しているが，これは観察した軽石が初期段階に

漂着したことを示唆する。 
筆者らが再度訪れた2022年8月25日には，小湊漁港内

には少量の軽石が浮遊する程度で（写真10），小湊周辺

海岸における観察でも目立った軽石は確認されなかっ

た。しかし，9月19日には漁港内に大量の軽石が流入し

海面を埋めた（奄美新聞9月24日付記事）が，これは17
～18日に接近した台風14号の影響で，付近の海岸の軽

石が流出しそれが港内に流入したためと推測される。 
 奄美大島西側海岸の奄美市大浜海岸での観察では，

漂着軽石が潮間帯で細い帯状に数列打ち上がっていた

（写真11）。低潮線に近い列の軽石は径1～2cm程度でい

ずれもよく円摩されていた。高潮線より高い位置にも

軽石列があったが，それらの大半は砂に埋もれており

早い時期に漂着したことが示唆された。 
 大和村名音のトンネル付近では海岸への漂着は確認

されなかったが，海岸近くの海面には細かい軽石から

なる小規模な軽石筏が漂っており（写真12），この時点

でも軽石漂着が継続していた。奄美大島北東側の神ノ

子の海岸では新たな漂着は確認されず，海岸の最奥部

の樹林帯に近い場所で砂に埋もれたような状態で軽石

が散在していた。 
 
（4）諏訪之瀬島 
 トカラ列島は 7 つの有人島からなるが，全ての島々

での漂着状況を観察することはできず，筆者らが観察

したのは 2022年 9月に実施した諏訪之瀬島のみであっ

た。最初の漂着確認（11 月 16 日）から月日が経過して

いるためか，奄美群島で見られたような大量漂着は確

認できなかった。 
 諏訪之瀬島南東側に位置する切石港内では漂着軽石

は確認できなかったが，港南側にある砂浜には潮間帯

に数列の漂着軽石の帯があった（写真 13）。低潮線付近

にも比較的多くの軽石が打ち上げられ，この時点でも

軽石の漂着が続いていることがわかった。軽石の最大

粒径は 10cm 程度，平均は 1cm 程度で，エボシガイ類

が付着しているものも散見された。大きな軽石は亜円

状で，小さな軽石は円摩され丸くなっている。ただ，こ

れらの軽石が一次的なものか，再漂着したものかは判

断できなかった。諏訪之瀬島南西部の元浦港及びその

周辺でも観察したが，軽石漂着は確認できなかった。 
 
（5）屋久島 
 前述のように SNS によれば屋久島における最初の軽

石漂着は 11 月 16 日であるが，投稿者は 2 日前に永田

沖で帯状の軽石筏を見たという人の話を伝えており，

あるいはその頃に一部が漂着した可能性がある。16 日

段階では大豆程度の大きさのものが散在する程度であ

ったが，屋久島地学同好会の中川正二郎氏による観察

では，12 月 8 日には主として 1cm 以下の軽石が木屑・

貝殻などと一緒に帯状に漂着しているのが確認された

（写真 14）。漂着軽石中には最大粒径 10cm程度のもの，

エボシガイ類が付着したものがあった。軽石の漂着は

その後も続いたが，中川正二郎氏（私信）によると 2 月

23 日の観察では潮間帯にはほとんど無かった。 
 筆者らが屋久島を訪れたのは 2022 年 6 月 29 日であ

り，屋久島の東側～北東海岸を中心に観察したが漂着

軽石は確認できなかった。これは短時間の観察で見落

としがあった可能性，観察場所が岩石海岸で漂着自体

が少なく，また漂着軽石が流出したためと考えられる。 
 
（9）口永良部島 
 筆者らが口永良部島を訪れたのは 7月 12～14日であ

り，地質調査の際に道路とつながるアプローチが容易

な海岸で観察した。口永良部島南東に位置する湯向港

では，岩石海岸の岩場に平均粒径 1cm 程度の軽石がス

ポット状に集積していた（写真 15）。口永良部島は砂浜

がほとんど発達しておらず，このような状況は岩屋泊

や本村の海岸でも同様であった。なお，本村港内では

粒径 0.5～1cm 大の軽石が漂っていたが，その量は少な

く港のごく一部に留まっているのみであった。 
 
（10）種子島・馬毛島 
 2021 年 12 月 5 日に南種子町島間港で初めて軽石漂

着が確認され，鹿児島県への報告では 12 月 8 日時点で

西之表市と中種子町でも確認されている（表）。種子島

での漂着状況については木尾ほか（2022）に概要が報

告されており，その報告とその後の筆者らの観察結果

をもとに漂着状況を述べると以下のようである。 

2022 年 1 月 18 日の西之表市大花里
お お け り

の北側地点の観

察では，潮間帯において海岸線に平行し長さ 20m，幅

十数 cm 程度の数列の漂着帯びがあった（写真 16）が，

潮上帯の乾燥した砂浜には漂着軽石は認められなかっ

た。軽石の最大粒径は 4cm であるが，大半は数 mm サ

イズであった。軽石にはエボシガイ類が 2cm 程度に成

長したもの，コケムシ類が付着したものがあった。 
同日の西之表市南部の能

よき

野
の

海水浴場では，潮間帯で

海岸線に平行に 2 列の漂着帯が認められた。1 列は高

潮線付近で海岸線に沿うもの，もう 1 列はそれより数

ｍ内陸側の潮上帯付近の高い位置にあり，乾燥した海

藻とともに粒径 3cm 程度の比較的大きなものが散在し

ていた。軽石は半ば砂に埋まったものもあり，粒径が

大きいことなどから 12 月初旬に漂着した軽石の可能

性が高いと判断した。中種子町北部の脇之川海岸でも

潮間帯に列をなして漂着した福徳岡ノ場軽石が認めら

れたが，前述の 2 地点より少量であり，また軽石の粒

径も大部分が 0.5cm 程度と小さかった。 
 その後、3 月 16 日～18 日に種子島での漂着軽石調査

を再度実施した。調査地点は前回に加え西之表市北部

の浦田海水浴場（写真 17）と中部の石寺海岸，南部の

鉄
かね

浜
はま

海岸，および中種子町中部の長浜海岸である。漂

着軽石の状況は前回調査と大きな変化は無かったが，

潮間帯に沿って多くの軽石が漂着しており，この時点

でも漂着が続いていることが判明した。いずれの地点

でも軽石の粒径は数 mm サイズ以下が大半で，時間の

経過とともに軽石の破砕が進行したと考えられる。な

お，西之表市鉄浜海岸は太平洋側に面しているが，潮

間帯沿いにごく少量の数 mm サイズの軽石があるのみ

で，潮上帯には皆無であった。 
 種子島では引き続き 5 月 6～7 日，10 月 13 日，11 月

22 日に簡単な観察を実施し，その後の変化を調査した。

5 月段階では海藻のアカモクの大量漂着があったが，そ

の表面には径 1～2cmの軽石が混在していた（写真 18）。
軽石は長期間の漂流を示唆するように円摩され，種名 



不詳の線状の海藻やエボシガイ類が比較的多く付着し

ており，全体にヌルヌルとした感触のものが多かった。

3 月と大きく異なる点は鉄浜海岸で比較的多くの軽石

漂着が認められたことで，粒径も 5～6cm 大のものが散

在していた。ここでもエボシガイ類やコケムシ類，種

名不詳の線状海藻の付着が認められ（写真 19）長期間

の漂流が示唆された。 
10 月・11 月段階では目立つ軽石漂着は認められず，

低潮線付近に径 1cm 以下の円摩された軽石が少量打ち

上げられているのみであった。種子島は鹿児島県本土

と近く，通常でも本土の火山噴出物由来の軽石が漂着

しており，それらと共に福徳岡ノ場噴出軽石が混在し

ている状況であった。以前に漂着した潮上帯付近の軽

石の大半は砂に半分埋もれ，3 月段階に比べ量も少なく

なっていることから，大部分は台風や荒天時の波によ

り砂浜から運び去られたと判断される。 
 馬毛島では 10 月 11 日と 11 月 21 日に地質調査を実

施し，その際に海岸沿いを注意深く観察したが，福徳

岡ノ場噴出軽石は確認できなかった。種子島や屋久島

での漂着状況から判断して馬毛島にも漂着したと考え

られるが，これらの地域への漂着から 1 年近くが経過

しており波により運び去られたと推測される。 
 
（11）薩摩半島 
 薩摩半島の指宿市開聞町塩屋海岸で 2021 年 12 月 23
日，2022 年 1 月 7 日，2 月 28 日に調査を実施した。筆

者らの 12 月 23 日の調査では軽石漂着は認められなか

ったが，1 月 7 日の調査では黒色クロットのある縞状

軽石・灰色軽石（写真 20）がわずかに漂着していた。

潮間帯で細長い帯状に何列か漂着していたが，潮上帯

には確認できなかった。このことから SNS で示された

ように，12 月 25 日までには軽石が漂着したことは確

かであろう。 
 SNS によると 2022 年 8 月 3 日に坊津町丸木浜，8 月

5 日に南さつま市大浦町越路
こ し じ

浜，8 月 11 日に南さつま

市吹上浜海浜公園の海岸で漂着が確認されており（各

日付 Twitter；＠ZVSD9Ub1x8xyCQQ），東シナ海側の薩

摩半島西岸にも軽石漂着があったことは確実である。

漂着の時期については不明であるが，2022 年 6 月 4 日

に長崎県の壱岐島での軽石漂着が確認されている（吉

田ほか 2022）ことから，少なくともそれ以前のことと

推測される。 
 
（12）大隅半島 
 大隅半島での漂着状況については木尾ほか（2022）
により概要が報告されているが，それによると漂着状

況は次のようである。 
 2022 年 1 月 25 日には，佐多岬最南端の南大隅町田

尻海岸で軽石漂着を確認している。軽石は低潮線から

約 5ｍ離れた高潮線付近で，最大粒径は約 3cm，平均

1cm 程度であった。ここでは 2 月 3 日にも調査したが，

同じように低潮線から 5m ほど離れた高潮線の位置に

砂に埋もれるような状況で堆積していた。 
 1 月 28 日には佐多伊座敷の島泊港及び佐多馬籠の大

泊海浜公園で軽石漂着を確認している（写真 21）。島泊

港では低潮線から 2ｍ程度離れた潮間帯の位置にあり，

最大粒径約 1cm と比較的小さなものが多かった。大泊

海浜公園の海岸では低潮線から 5ｍ程度離れた陸側に

散在し，最大粒径 4cm 程度，平均十数 mm であった。

これらの軽石にはエボシガイ類が付着しコケムシ類が

表面を覆っているものがあった。この時点では大泊が

大隅半島で最も多くの漂着量であった。2 月 3 日の調

査では軽石は半ば砂に埋もれるような状況を確認して

いる。 
 大隅半島東岸の肝付町辺

へ

塚
つか

海岸・岸
きし

良
ら

海岸・内之浦

海岸では 1 月 29 日に軽石漂着を確認し，これらの地点

より北側に位置する東串良町柏原
かしわばる

海岸・大崎町くにの

松原海岸・志布志市ダグリ岬海岸では 1 月 26 日に軽石

漂着を確認している。これらの地点での軽石の最大粒

径は 2cm 程度であるが，全体に北部ほど粒径が小さい

傾向であった。ダグリ岬海岸では比較的多くの軽石が

漂着しており，それらにはエボシガイ類が付着するも

の，コケムシ類が表面を覆っているものがあった。 
 大隅半島西岸（鹿児島湾側）では 1 月 30 日に鹿屋市

浜田海岸及び荒平天神海岸で，低潮線付近に散在する

軽石漂着を確認している。浜田海岸の軽石は最大粒径

2cm 程度，平均粒径 1cm 程度，荒平天神の軽石は最大

粒径 1.5cm 程度であった。これら 2 地点より南側に位

置する南大隅町大浜海岸では 2 月 3 日に軽石漂着が確

認されている。大浜海岸での最大粒径は 2cm 程度，平

均粒径は 1cm で，佐多岬周辺と比べ有意に小さくなっ

ていた。このような漂着状況から 1 月末段階で鹿児島

湾入り口付近に軽石が漂着したことは確実である。 
筆者らはその後，5 月 4 日に鹿屋市浜田の海岸と南

大隅町根占山本の大浜海岸，8 月 3 日に垂水市新城麓

の海岸，9 月 8 日に大浜海岸と大泊海浜公園の海岸で

再度調査を行った。木尾ほか（2022）では垂水市新城麓

において 1～2 月の時点で軽石の漂着はなかったが，8
月時点では最大粒径 3.5cm で，主として 1cm 程度の軽

石が列をなして散在していた。その他地点では，木尾

ほか（2022）により 1～2 月時点で漂着が確認されてい

るが，時間経過とともに軽石の漂着量は増加しており，

最大で 5cm を超える軽石もしばしば観察された。この

ことから，断続的に軽石の漂着は続いていたものと考

えられ，南風の影響を受けやすい夏季に近づくにつれ，

大隅諸島を含めた薩南諸島に漂着していた軽石が再漂

流してきたのかもしれない。 
SNS によると 2022 年 5 月 9 日には指宿市知林ケ島・

田良浜・指宿港，7 月 30 日には鹿児島市喜入町生見，

8 月 9 日には垂水市海潟，8 月 11 日には鹿児島市平川

の海岸で確認されている（各日付 Twitter ；＠

ZVSD9Ub1x8xyCQQ）ことから， 5 月以前までには湾

中央部まで漂着したと推測される。筆者らは鹿児島湾

奥部の重富海岸で 10 月 5 日，新島（燃島）で 8 月 5 日・

12 月 3 日に漂着軽石の調査を行ったが漂着は確認され

なかった。おそらく桜島が障壁となり湾奥部には入り

込むことができなかったと考えられる。 
  
3 漂着軽石と関連する 2・3 の現象 
（1）漂着軽石と植物 
 沖縄諸島や奄美群島では漂着軽石の量は膨大で，当

初から生態系への影響が懸念され，実際に魚や亀が軽

石を飲み込んでいることが示された（Ohno et al.2022 な

ど）。このため生態系へ与える影響についての研究が進

められているが（鹿児島大学 2022 など），一方ではエ

ボシガイ類やコケムシ類などの付着でわかるように，

漂流する軽石が海洋生物の拡散に寄与していることも



確かである。 
 筆者らは 2022 年 7 月 6 日に徳之島北部の徳之島町金

見の西側で軽石調査を実施したが，そこでは写真 22 に

示すように軽石のマウンド中に植物の発芽があった。

この植物は葉と種子の形状からサキシマスオウと推定

されるが，すでにマウンド中に 10cm 以上の深さまで根

を下ろしていた。軽石は多孔質であり内部に水分を蓄

えることができ，しかも長期間にわたって定置してい

たことから種子が発芽できたと考えられる。ここでは

これ以外にも発芽している植物があり，今後これらが

定着していくのか継続的な観察が必要である。 
 調査した多くの地点で軽石は高潮線から離れた陸側

の比較的高い位置にも散在しているが，これらの中に

はグンバイヒルガオやスナズルなどの植物に覆われて

いるものがあり（写真 23），軽石が地層として固定され

る過程を観察することができた。奄美群島をはじめ南

西諸島の島々では，砂丘堆積物中に軽石・スコリアが

点在しているのがしばしば観察される。遺跡内でもそ

れらが堆積していることがあり（例えば小湊フワガネ

ク遺跡：名瀬市教育委員会 2005，マツノト遺跡：笠利

町教育委員会 2006），筆者らは小湊フワガネク遺跡の軽

石は採集されたものを確認し，マツノト遺跡の軽石（ス

コリア）は発掘当時に確認している。砂丘に立地する

遺跡では土器との前後関係で軽石の漂着時代が決めら

れているものもあり（加藤 2009，輿嶺 2019），植物の

被覆との関係を含め今回の漂着軽石が地層として残る

かを明らかにする必要がある。 
 
（2）漂着軽石と砂 
 漂着軽石には時間の経過とともに波により洗われ再

漂着したものがあり，軽石がその過程で接触や波力に

より破砕され細礫サイズに細粒化している例が多く観

察された。徳之島の伊仙町伊仙の喜念海岸では軽石が

さらに粗砂サイズにまで破砕され，有色鉱物が洗い出

され黒い砂浜を形成している場所もあった（写真 24）。
本来は有孔虫やサンゴ破片のみからなる白色で石灰質

の砂浜に，有色鉱物・不透明鉱物が供給される過程が

観察された。 
（3）漂着軽石とビーチロック 
 徳之島町下久志の車塔

くまんどう

海岸の高潮線付近に近い岩

場では，写真 25 に示すような漂着軽石塊が板状に固結

しているものがあった。層厚は約 5cm であり，表面及

び下面は軽石粒が明瞭であるが，内部は互いに固着し

その境界が不明になっていた（写真 26）。徳之島の砂浜

では潮間帯にビーチロックが普通に堆積しているが，

この固結軽石塊の形態はビーチロックに類似している。

有孔虫やサンゴ破片からなる砂浜でなく，岩場の凹地

でほとんど石灰質成分を含まない軽石が固結していた

こと，観察時点ではこのような固結した軽石が見られ

たのはこの一角だけで他に例が無かったことから，ど

のようにして固結したのかその成因については現段階

では不明である。 
 
4 漂着軽石の展示 
 鹿児島県立博物館には，奄美市在住の金井賢一氏が

10 月 13 日に奄美市小湊で採集した数十個の漂着軽石

が寄贈された。鹿児島県立博物館では本館において速

報的にこれらの軽石を展示したが，その後，2021 年 11
月 4～7 日に甑島で開催した移動博物館において展示

した。さらに 2022 年 11 月下旬には分館の文化センタ

ープラネタリウム室前で，海上保安庁第十管区本部が

開催した海図展でも協賛展示した。鹿児島県立博物館

では，奄美市小湊，知名町ウジジ浜，和泊町国頭の 3 か

所で採集した標本を収蔵している。  
 
5 まとめと課題 
 鹿児島県の奄美群島への漂着の始まりは 10 月 10 日

の喜界島で，その後，数日で奄美群島全域に拡大した。

軽石の漂流はその後も継続し，トカラ列島中部の諏訪

之瀬島には 11 月 16 日，トカラ列島全域には 12 月 3 日

までには漂着した。大隅諸島への漂着は屋久島で 11 月

16 日に確認され，三島村では 11 月 24 日までには確認

され，種子島ではそれから遅れて 12 月 5 日に確認され

た。薩摩半島及び大隅半島への漂着の詳細な日時は不

明であるが，薩摩半島には 12 月末，大隅半島南部へは

1 月下旬に漂着が確認されている。鹿児島湾内への軽石

漂着の確認は 1 月末で，鹿屋市荒平であった。 
 軽石の漂着状況は奄美群島ほど顕著で漁業被害をも

たらすこともあったが，トカラ列島及び大隅諸島では

通常も軽石が漂着しており，港湾の出入や漁業被害を

もたらすほどではなかった。 
県内各地では奄美群島を中心に漂着軽石が海岸に残

されており，陸側では砂浜に埋没し植物に覆われる状

況が見られ，今後地層として定着する可能性が考えら

れる。軽石が厚く堆積しそれが残存している徳之島北

部では，軽石層中に植物が芽生えているのが確認され

た。また，一部にビーチロック状に軽石が固着したも

のもあり，今後の継続調査が必要である。 
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